
部 一

執筆要領

原稿について

本誌では、投稿原稿を受け付けてい ます。以下の執筆要領にしたが って原稿を編集局 までお送りください。

原稿の採用については、編集委員会が中心になって査読を行いますが、必要に応じて関連分野の専門家に依

頼 し決定 します。

原稿は、ワ ードプロセッサーまたはコンピュータソフトを用いて作成する。プリン トアウ トした原稿 l部

(図表を含む) とフロ ッピーディスクを編集局へ送付する 。フロッピーディスクのフォ ーマッ ト、使用 した

マイコンの機種、ワ ープロ ソフ トは一般に使われているものなら何でも結構ですが、使用したマイコンの機

種、ワ ープ ロソフ ト、氏名及びタイト ル名をフ ロッピー ディスクの上に明記 して下さい。なお 、念のため、

テキスト形式で保存したファイルも添付するようにして下さい。

総説と技術ノ ート の著作には、別刷り 50部を無料でさしあげます 。 50部以上希望の場合は有料となり

ますので、編集局までその旨連絡して下さい。また、非会員で総説または技術 ノートを執筆いただいた場合 、

会費免除で 1年間本学会会員になれます。

1. 総説と技術ノート

1) 原稿の長さ は、図、表、文献を含め刷 り上がりで 8ページ程度 (1頁は約 1400字と考えて下さい ・

検 1行 18文字で 1頁 39行 x2 = 7 8行)と する 。
2) 第 l頁に表題、著者名、所属及びその所在地、電話番号、 FAX番号、 E-mailアドレス 及び脚注 (必要が

ある場合) を記す 。

3) 第 2頁に 400字程度のアブス トラクトを記入する 。

4) 本文に節を設ける場合、1.、2.、3.， • • • • とする。

5) 書体の指定は 、プ リ ントアウ トした原稿に朱で行い、斜体 (イタ リック体) は l本下線 ( )、太

字体 (ゴシック体)は波下線し….-Jとする 。

6) 参考文献の数は特に制 限 しないが、 50編以内が望ま しい。参考文献 は、アルファベ ッ ト}I院に通し番号

を付 けて 文末に まとめて掲げる 。本文中の引用個所には、 通し番号を右肩に付けて示す。

(例)Aschoffによると 1- 3)、 ・ である fl.8 9)。

7) 文末の参考文献の記載は 、次のようにする。

[雑誌]通し番号)著者名:誌名、巻数、ページ(発行年)

[書籍]通し番号)著者名 白書名、ページ、発行所(発行年)

(例)1) Aschoff J， Ger配 keU， WeverR: Jpn J Physiol. 17:450457 (1967) 

2) Asch off J: Grcadi an Clocks， pp 95ー111.North-Holland， Amsteroam (1965) 

8) 表は原則として 3-5程度とするが、必要に応じて増やすことができる 。簡潔な標題と必要な説明をつ

けて、本文と は別の用紙に作成する。

9) 図は原則として 3-5程度とするが、必要に応じて増やすことができる。l枚の刷り 上がりの大きさは、

14cm (横)Xl0cm (縦)か、7cm (横)X 10 cm (縦) となるようにする。図には簡 単な標題を付ける。

図の標題と説明は別紙にまとめる 。

10)図及び表の表示は、図 1，図 2， ・・・ 、表 1，表 2 ・ の通 し番号で行う。 これらを挿入する個

所を、プリントアウトした本文の原稿欄外にエンピツ書きで指示する。

11)図及び表 を文献か ら引用 した場合は 、引用を明記するとと もに、引用の許可が必要な場合には、著者の

責任で許可をと っておく 。

2.研究グル プ

研究室や研究グループの紹介記事。刷 り上がりで 1-2頁程度。執筆者を含む顔写真、 または研究現

場のス ナ ップ写真を少な くとも 1枚添付する。 写真 には標題と説明を付ける。

3.海外レポート

留学などで滞在 した研 究室、訪問 した研究施設、あるいは海外調査や見 聞の，紹介記事 。写真があれば

添付する 。刷 り上がりで 2-4頁程度とする。

4.関連集会報告

国内外の 関連集会の紹介記事。写真があれば添付する。刷 り上がりで2-4頁程度。
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第8回 時間生物学会ワークショップの提案募集

来る 11月14， 15日に山口で行われる時間生物学会においてワ ークショ ップの

企画提案を公募いたします.時間生物学の未来につながるような，意欲的なワー

クショップを企画してください.時間は約 90分，その中で4，5人ぐらいの方

に発表していただく形式を考えていますが，細かい点は企画を立てる先生にお任

せいたします.若い先生からの提案も長老の先生からの提案も歓迎いたします.

簡単な企画案(タイトル、趣旨、予定発表者など)を 7月末までに大会会長の井

上'慎一 (inouye@po.cc.yamaguchi-u.ac.jp)までお寄せください.採択の審査は

大会長を中心に，時間生物学会理事会で行います.発表演題数にもよりますが，

できれば2題のワークショップを行いたいと考えています.

編集後記

学会会員数が500名を突破し、日本学

術会議登S剥汗究団体への申請要件の一つ
である構成員定数(第 7部、500名)を

上回りました。この申請には、査読制度

を設けた学術刊行物を刊行していること

が条件となっていますので、本誌ではそ

れに対応した制度を導入しました。投稿

規定をご覧頂き、奮って投稿していただ

くようお願いいたします。最初の投稿論

文と して、井深信男(滋賀大学)先生の

総説を掲載しましたのでごらん下さい。

(海老原)
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